


























































































あ（ああ / あああ / あ？




























  Ｂ：あー＃はいはいはいはい （CEJC T006_004：161950）（５）
（６）Ａ：二週間に一回しかやんないし＃めちゃ楽だし＃まずテストテストないんでまず






































  Ｂ：あー③＃取れてる （CEJC T006_002：61340）
（10）Ａ：これってなんか醤油いる＃醤油しかないんだけど＃あとポン酢がある


























































































































典型的な音調 音調調整 長音化調整 典型的な表記（９） 表記のバリエーション
気 づ き の
「あっ」 平坦 × × あ、あっ アッ、ア
感嘆の「あ




















（平坦調可能） 〇 ああ あー
残念・不満





























































（５）　CEJC から例文を引用する場合、「＃」で発話単位の区切りを示し、文末に（CECJ 会話 ID：開始位置）と
示す。
（６）　森山（1996）の「未知遭遇」という用語を参考したものである。
（７）　慣用句「あっという間に」の意味も「あっ」の瞬時的な側面に関連していると言えよう。
（８）　本稿では、「あ」系感動詞の音調について、その典型的な音声形式をアクセントと考え、その周辺的な音声
形式をイントネーションによって影響されるものと考えているが、その具体的な検討は今後の課題としたい。
（９）　表記が２種類以上ある場合、例文の数の多→少の順で並ぶ。
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